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１．目的  

 休止中のライフル射撃場において、地表面に残置されているクレー、ワッズ、鉛弾混じり土、及び鉛の第二

溶出量基準を超過した土壌を掘削除去し、場外に搬出して適正に処理・処分を行う環境対策工事を実施してい

る。本報では、本工事における「品質の向上」及び「作業効率の改善」を目的として、“i-Reporterを活用し

た掘削出来形管理”、“車番読込カメラ付き台貫システムによる搬出管理”等の ICT技術の適用を試みたので報

告する。 

２．工事概要 

工事件名：射撃場環境対策工事 

工事期間：2018 年 3月～2019年 11月（予定） 

工事概要：地表面に残置されているクレー、ワッズ、鉛弾など

の残置物（廃棄物及び鉛弾混じり土）及び鉛汚染土

壌（第二溶出基準超過）の撤去工事等  

【対象面積】約 110,000ｍ2  

【残置物及び汚染土量】約 20,000ｔ 

３．撤去工事における現場の課題  

 本工事では、クレーやワッズなどの廃棄物、鉛弾混じり土や

鉛汚染土壌が同時に発生するため、廃棄物処理法と土壌汚染対

策法に準拠した施工管理が求められる。撤去工事を実施するに

あたり想定された現場の課題として、以下の２点が挙げられ

た。 

1)あらかじめ 10ｍ格子の区画ごとに実施された調査により確

定された残置物対策範囲、汚染土壌対策範囲約 700区画につ

いて、区画ごとに異なる“掘削除去する対象物および深度”

の出来形・品質を確保すること。 

2）掘削除去した残置物（廃棄物及び鉛弾混じり土の２種類）

と第二溶出量基準を超過した汚染土壌を、各処理施設へ搬出

するための車両管理（過積載防止管理、重量計測及び集計、

マニフェストや汚染土管理票の発行）を効率的に行うこと。  

このように、複雑かつ煩雑な作業が見込まれる項目について

品質ミスや手戻りなく、かつ効率的に管理することが課題とし

て挙げられ、これら課題に対処するため次項に示す各技術の適

用を試みた。 

４．現場適用技術 

４.１ i-Reporterを活用した掘削出来形管理 

i-Reporter は電子帳票として各種データの入力管理や帳票

出力可能な施工管理支援ツール（ソフト）であり、現場で作業

管理データなどの記録を手書きせず、iPadや Windowsタブレッ
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図－１ 現場入力画面のイメージ（残置物撤去） 

 VII-77 令和元年度土木学会全国大会第74回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers VII-77



ト端末で入力し、帳票が自動作成できるという利点がある。帳票画面のフォーマットは自由に設定でき、デー

タの入力画面、写真の取り込みなど、必要に応じたができる。本工事では、廃棄物や汚染土壌撤去範囲の出来

形管理として活用した。図―１に現場で使用している廃棄物の撤去管理画面イメージを示す。 

４.２ 車番読込カメラ付台貫システム 

システムの概要を図－２に示す。現場か

ら、残置物（廃棄物、鉛弾混じり土）、及び

汚染土壌を車両で搬出する場合、現場管理

として、“あらかじめ登録した車両であるこ

との確認”や “過積載による走行を防止”

することが求められる。また車番と積載重

量、搬出先を帳票に集計する業務等が必要

となる。 

本システムでは、台貫（トラックスケー

ル）に乗る手前にカメラでナンバープレー

トを読み込み、事前登録した車両かどうか

を自動的に確認できると同時に、車検証情

報（車両総重量）を紐付けしておくことで、

台貫計量値に対し過積載していないかの確

認が瞬時に可能である。（過積載の場合は、

場内に戻り荷下ろしする。）また、内容物の

選択をすることで行先、処分場所が紐付け

されたシステム内でリアルタイムに集計ができる。 

５．まとめ 

本工事は、本報執筆中の 2019 年 3月時点では施工出来高がおよそ 50％弱程度であるが、これらシステムは

順調に運用中である。施工完了後に全体のとりまとめを行う予定である。 

また、本工事以外にも汚染土壌対策等の施

工管理支援システムとして、現場の対策前、

対策中、対策後の汚染状況を可視化させ、施

工の進捗管理を見える化することを検討し

ている。 

例として当現場の初期の汚染状況を、開発

済みの土壌汚染調査支援システムで作成し

た現場の三次元モデルを図-３に示す。土壌

汚染調査支援システムは、土壌汚染調査業務

で広く使われる CADソフトを基盤とし、表計

算ソフトで自動作成した帳票に入力したデ

ータを取り込み、本システム内で汚染状況お

よび対策状況を一元管理できる構成である。 
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図－２ 車番読込カメラ付台貫システム概要 

図－３ 汚染状況三次元化と出来形管理との連携 
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